
日
本
霊
科
荒
木
教
授
筆
（
孔
雀
）
同
川
端
教
授
箪
（
水
墨
山
水
）
前
者
は

頗
る
俗
氣
を
帯
び
人
を
し
て
倦
厭
の
情
を
起
さ
し
め
後
者
は
梢
々
観
る
に
足

〔伎
〕

る
と
雖
ど
も
数
授
の
筆
と
し
て
は
未
だ
し
彫
刻
科
竹
内
教
授
の
（
技
藝
天
）

不
感
服
の
作
と
な
す
今
回
の
列
品
例
年
に
比
し
概
し
て
活
氣
を
欠
き
甚
だ

見
劣
り
す
る
の
感
あ
り
こ
は
さ
き
に
同
校
教
授
の
更
送
あ
り
し
が
そ
の
一

大
原
因
と
な
り
し
も
の
な
る
べ
け
れ
ど
も
今
に
し
て
大
に
奮
起
す
る
所
な
く

ん
ば
同
校
の
前
途
頗
る
杞
憂
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
る
を
覺
ゆ
る
な
り
（
影
法

師
〔正
宗
白
鳥
〕
）

⑦

パ
リ
万
国
博
覧
会
に
向
け
て

明
治
三
十
二
年
八
月
二
十
一
日
、
本
校
の
川
端
玉
章
、
高
村
光
雲
、
黒
田
清

輝
、
長
沼
守
敬
、
浅
井
忠
、
石
川
光
明
、
久
米
桂
一
郎
、
合
田
清
、
大
村
西
崖

ら
教
官
は
臨
時
博
覧
会
鑑
査
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
翌
三
十
三
年
に
。ハ
リ
で
開
催

さ
れ
た
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
物
の
艦
査
の
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
の
博
覧
会
を
機
に
本
校
で
は
久
米
桂

一
郎
、
黒
田
清
輝
、
岩
村
透
、
合
田

清
、
海
野
美
盛
ら
が
渡
仏
し
、
ま
た
、
浅
井
忠
も
こ
の
時
期
に
。ハ
リ
ヘ
留
学
す

る
。
多
く
は
翌
三
十
三
年
春
に
出
発
し
て
い
る
が
、
三
十
二
年
秋
に
は
久
米
の

休
職

・
渡
仏
、
浅
井
忠
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
が
決
定
し
た
た
め
、
特
に
西
洋
画

科
で
は
渡
仏
の
気
運
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
左
記
の
新
聞
記
事
は
そ
の
気
運
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

〇
よ
み
う
り
抄

④
東
京
美
術
學
校
赦
授
送
別
會
東
京
美
術
學
校
教
授
久
米
桂
一
郎
氏
ハ
出

品
協
會
の
用
事
を
帯
び
て
束
月
六
日
に
同
浅
井
忠
氏
ハ
獣
洲
留
學
を
命
ぜ
ら

十
二
月
二
日
出
稜
ス

明
治
世
二
年
十
一
月
廿
四
日

内
閣

れ
て
来
年
一
月
に
同
合
田
清
、
海
野
美
盛
氏
ハ
自
費
を
以
て
同
一
月
に
巴
里

へ
赴
く
に
付
川
端
玉
章
、
高
村
光
雲
、
黒
田
清
輝
、
長
沼
守
敬
、
大
村
西
崖

の
五
氏
稜
起
と
な
り
本
日
上
野
精
蓑
軒
に
盛
な
る
送
別
會
を
開
く
筈
④
新
海

海
野
両
氏
新
海
竹
太
郎
氏
も
海
野
氏
同
道
自
費
に

て
佛
図
へ
赴
く
に
付
東

京
彫
工
會
ハ
ニ
氏
に
巴
里
樽
覧
會
出
品
者
穂
代
の
任
務
を
嘱
托
し
た
り
④
数

授
不
在
中
の
美
術
學
校
久
米
氏
請
持
の
西
洋
考
古
學
ハ
大
村
西
崖
氏
引
抵

ぎ
、
同
木
炭
霊
数
室
ハ
黒
田
消
輝
氏
監
督
し
、
浅
井
氏
の
風
俗
寓
生
室
も
黒

田
氏
が
預
り
し
に
付
小
林
萬
吾
氏
西
洋
聾
教
室
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
て
之
を
補

〔
田
島
応
親
〕

助
し
、
合
田
氏
の
佛
語
ハ
其
宜
兄
た
る
田
島
陸
軍
大
佐
之
を
引
請
け
た
り

但
し
海
野
氏
受
持
の
分
ハ
海
野
勝
瑕
、

平
田
宗
幸
氏
あ
れ
バ
別
に
補
員
せ
ず

〔
実
際
の
渡
航
時
期
は
こ
の
記
事
と
同
一
で
は
な
い
。
ー
編
者
註
〕

（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
『
読
売
新
聞
』
）

文

久
米
桂
一
郎
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
に
休
職
。
以
後
復
職
ま
で
の
事

歴
は
本
学
所
蔵
の
久
米
の
履
歴
書
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
明
治
三
十
二
年
〕
十
一
月
廿
四
日
美
術
上
研
究
ノ
為
本
年
十
二
月
ョ
リ

凡
向
一
ヶ
年
間
佛
醜
へ
私
費
渡
航
ノ
件
文
部
大
臣
へ
願
演

佛
國
滞
在
中
美
術
赦
育
取
調
ヲ
啜
託
ス

部
省

〔廿〕

十
二
月
十
七
日
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
被
免

同
三
十
三
年
佛
國
巴
里
萬
図
博
覧
會
二
油
聾
ヲ
出
品
シ
賞
状
ヲ
受
ク

同
世
四
年
三
月
日
ョ
リ
伊
太
利
図
ミ
ラ
ソ

、
チ
ュ
ラ
ソ

、
ビ
サ
、
羅
馬
、
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△
△
生

五
月
十
五
日
佛
國
ョ
リ
蹄
朝

五
月
廿
九
日

復

職

ヲ

命

ス

文

郡

省

ナ
ー
プ
ル

、

クヽ

シ
エ
ナ
、
フ
ロ
ラ
ソ
ス
、
ヴ
ェ

コ
ロ
ン
ニ
ュ
、
和
蘭
國
ハ
ー
ゲ
、

回
歴
シ
各
地
ノ
美
術
ヲ
研
究
ス

（
限
定
本
、
非
売
品
）

濁
逸
國
ミ
ュ
ニ
ッ

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
及
英
國
倫
敦
ヲ

た
だ
し、

十
二
月
二
日
出
発
と
あ
る
の
は
新
橋
駅
を
汽
車
で
発
っ
た
日
付
で

あ
り
、

『
黒
田
清
輝
日
記
』
第
二
巻
（
昭
和
四
十
二
年
。
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
久
米
は
校
長
、
職
員
、
生
徒
、
友
人
、
親
戚
等
多
数
の
見

送
り
を
受
け
て
黒
田
清
輝
お
よ
び
友
人
達
と
と
も
に
乗
車
し
、
横
浜
で
下
車
。

予
定
の
乗
船
切
符
が
と
れ
ず
、
翌
日
ま
た
黒
田
と
汽
車
に
乗
り
、
大
磯
で
乗
り

代
え
て
四
日
に
京
都
着
。
以
後
、
黒
田
の
美
術
工
芸
取
調
べ
に
同
行
し
、
七
日

に
京
都
を
汽
車
で
発
っ
て
長
崎
に
向
か
い
、
長
崎
か
ら
仏
船
オ
セ
ア
ニ
ア
ン
号

に
乗
っ
て
出
発
し
た
。

次
に
、
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
五
日
、

本
校
は

L
、
E
C
O
LE
D
E
S
 B
E
A
U
Xー
A
R
T
S
D
E
 T
O
K
Y
O」

0
美
術
通
信

ー
ス

、
「

N
O
T
I
C
E

を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
パ
リ
万
国
博
に
文
部
省
出
品
物
の
一
っ
と
し
て
出
品
す

る
た
め
に
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
校
舎
や
各
科
教
室
風
景
お
よ
び
教
官
や
生
徒

の
作
品
を
多
数
掲
載
し
、
仏
文
の
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
学
附
属
図
書

館
に
も
一
冊
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
が
次
の
よ
う
に

報
じ
て
い
る
。

〔
こ
の
分
大
村
西
崖
執
筆
〕

S
U
R
 

和
田
英
作
の
留
学

明
治
三
十
年
七
月
西
洋
画
科
撰
科
を
修
了
し
、
同
科
教
場
助
手
（
無
給
）
と
な

っ
て
油
画
の
研
究
を
続
け
て
い
た
和
田
英
作
は、

岡
田
三
郎
助
と
一
緒
に
国
費

留
学
さ
せ
る
と
い
う
文
部
省
の
約
束
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ひ
た
す
ら

渡
欧
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
が
、
黒
田
清
輝
の
紹
介
で
ベ
ル
リ
ン
博
物
館
の
ア

ド
ル
フ

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
と
そ
の
夫
人
（
同
三
十
一
年
来
日
）
の
日
本
旅
行
の
案

内
を
つ
と
め
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
、
そ
の
蒐
収
品
の
整
理
の
た
め
に
同
三
十

二
年
五
月
渡
欧
し
た
。
滞
欧
中
に
国
費
留
学
生
任
命
の
手
続
き
を
と
る
と
い
う

黒
田
清
輝
や
文
部
省
専
門
学
務
局
長
上
田
万
年
の
約
束
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑧
 △

東
京
美
術
學
校
に
て
は
、
来
る
三
十
三
年
佛
國
巴
里
博
覧
會
へ
出
品
す

る
に
、
紐
費
僅
に
千
園
ば
か
り
に
し
て
製
作
品
に
て
は
迎
も
目
覺
し
き
も
の

出
来
ざ
る
よ
り
、
文
部
省
と
協
議
の
末
同
校
穂
覧
と
い
ふ
一
書
を
編
纂
し
、

窓
員
版
百
五
十
岡
を
挿
み
、
佛
文
に
て
精
し
く
そ
の
成
績
現
況
等
を
記
述
し

て
出
陳
す
る
筈
な
り
、
こ
は
陳
列
の
う
へ
目
に
立
た
ず
と
て
非
難
す
る
も
の

あ
れ
ど
、
此
紐
費
に
て
同
校
教
育
の
全
證
を
示
す
に
は
、
こ
れ
に
過
ぎ
た
る

一
艮
策
な
か
る
べ
し
と
久
保
田
同
校
長
心
得
は
語
り
ぬ

（
明
治
三
十
二
年
四
月
十
九
日
『
時
事
新
報
』
）

0
美
術
學
校
一
覧
東
京
美
術
學
校
が
巴
里
大
博
覧
會
の
出
品
ハ
同
校
開

始
以
来
の
歴
史
を
紋
し
た
る
書
籍
に
て
生
徒
の
製
作
品
中
優
等
の
も
の
を
刷

出
す
る
事
一
百
餘
、
題
し
て
東
京
美
術
學
校
一
覧
と
云
ふ
、
昨
今
和
文
脱
稿

し
更
に
佛
文
に
諜
し
て
来
る
八
月
中
に
成
功
す
る
都
合
の
よ
し

（
明
治
三
十
二
年
六
月
十
一
日
『
読
売
新
聞
』
）
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